
写真1　知床で見られる野生動植物

写真2　流氷と夕日

図１　知床世界自然遺産区域と森林生態系保護地域

SERIES. 国有林野事業の取組

知床における国立公園と
国有林との連携について

北海道森林管理局 知床森林生態系保全センター

◆ 

は
じ
め
に

　
北
海
道
の
知
床
地
域
は
北
海
道
東
部
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
根
室
海
峡
に
面
し
、
北

半
球
で
最
も
低
緯
度
で
流
氷
を
観
察
で
き

る
地
域
で
す
（
写
真
2
）
。
海
と
陸
の
結

び
つ
き
が
顕
著
で
特
異
な
生
態
系
を
有
す

る
こ
と
、
南
方
系
と
北
方
系
の
生
物
が
混

在
し
、
多
く
の
国
際
的
希
少
種
が
生
息
す

る
生
物
多
様
性
が
評
価
さ
れ
、
平
成
17
年

に
日
本
で
３
番
目
の
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
遺
産
区
域
の
陸
域
の
う

ち
94
％
は
国
有
林
野
で
あ
り
、
林
野
庁
で

は
平
成
２
年
か
ら
当
該
区
域
を
森
林
生
態

系
保
護
地
域
に
設
定
し
て
厳
格
な
保
護
・

管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
（
図
１
）
。

 

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
２
年
10
月
に
農

林
水
産
省
と
環
境
省
は
「
コ
ロ
ナ
後
の
経

済
社
会
の
再
設
計
（
R
e
d
e
s
i
g
n
）

に
向
け
た
『
農
林
水
産
省
×
環
境
省
』
の

連
携
強
化
に
関
す
る
合
意
」
を
行
い
、
そ

の
中
で
「
国
立
公
園
と
国
有
林
が
重
な
る

地
域
に
お
け
る
優
れ
た
自
然
の
保
護
と
利

用
の
両
立
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
連

携
を
基
礎
に
し
て
、
重
点
事
業
や
地
域
を

特
定
し
取
組
を
推
進
す
る
」
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
の
重
点
地
域
と
さ
れ
て
い
る
知

床
に
お
け
る
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
様
々
な

連
携
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

外
来
種
の
駆
除

　
知
床
で
は
外
来
種
の
侵
入
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
分
布
拡
大
を
防
ぐ
駆
除

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
環
境
省
と

の
合
意
に
よ
り
、
知
床
に
侵
入
し
て
い
る

外
来
種
の
情
報
共
有
の
ほ
か
、
合
同
で
の

駆
除
が
実
施
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
開
け
た
環
境
を
好
む
ア
メ
リ
カ

オ
ニ
ア
ザ
ミ
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
個
体
数

が
多
い
た
め
、
環
境
省
を
含
む
関
係
機
関
と

合
同
で
駆
除
を
実
施
し
、
作
業
を
通
じ
て
知

床
に
侵
入
し
て
い
る
外
来
種
の
情
報
や
そ

の
除
去
方
法
に
つ
い
て
、
訪
問
さ
れ
る
方
に

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
3
）
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
新
た
な
取

組
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
（
ク
レ
ソ

ン
）
の
駆
除
も
環
境
省
・
羅
臼
町
と
合
同

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
熊
越
の

滝
周
辺
で
7
月
と
8
月
に
実
施
し
ま
し

た
。
駆
除
し
た
箇
所
に
本
来
生
息
し
て
い

た
在
来
種
が
定
着
す
る
よ
う
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆ 

登
山
道
の
維
持
管
理

　
知
床
半
島
中
央
部
に
は
日
本
百
名
山
に
も

選
ば
れ
て
い
る
羅
臼
岳
（
1
6
6
1
ｍ
）
を

始
め
と
す
る
知
床
連
山
が
あ
り
、
年
間
５
千

人
以
上
が
登
山
し
て
い
ま
す
（
写
真
4
）
。

　
連
山
の
中
で
も
、
硫
黄
山
は
噴
火
の
際
に

大
量
の
溶
融
硫
黄
を
噴
出
す
る
活
火
山
と

し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
、
山
麓
に
は
強
酸
性

の
温
泉
が
流
れ
る
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯
の
滝

が
あ
り
ま
す
（
写
真
5
）
。
こ
れ
ら
羅
臼
岳

と
硫
黄
山
に
か
け
て
は
３
本
の
登
山
道
が

あ
り
、
林
野
庁
と
環
境
省
が
合
同
で
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
羅
臼
岳
で
は
令
和

３
年
度
か
ら
「
近
自
然
工
法
」
に
よ
り
登
山

道
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
写
真
6
）
。

　
従
来
の
登
山
道
整
備
で
は
製
材
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
土
嚢
等
の
人
工
的
な
資
材
を
使

用
し
た
箇
所
も
あ
り
、
景
観
上
好
ま
し
く

な
い
等
の
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
近
自
然

工
法
に
よ
り
、
現
地
に
あ
る
木
や
石
な
ど
の

資
材
を
用
い
て
、
景
観
を
損
な
わ
ず
に
自

然
に
近
い
構
造
で
登
山
道
を
修
復
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
知
床
で
は
今
後
、
こ
の

工
法
に
よ
る
整
備
を
広
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆ 

看
板
・
標
識
等
の
整
備

　

知
床
に
は
看
板
、
標
識
等
が
散
在
し

て
お
り
、
経
年
劣
化
に
よ
り
付
け
替
え

が
必
要
な
も
の
や
、
同
じ
箇
所
に
林
野

庁
・
環
境
省
双
方
の
標
識
が
設
置
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
既
存
の
看

板
、
標
識
の
集
約
化
や
共
同
で
の
整
備

も
念
頭
に
、
環
境
省
と
合
同
で
看
板
、
標

識
等
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
今

後
は
観
光
客
の
方
々
の
利
便
性
の
高
い

情
報
発
信
に
向
け
て
、
看
板
、
標
識
等
の

デ
ザ
イ
ン
の
統
一
や
多
言
語
化
対
応
な

ど
、
連
携
し
て
効
率
的
な
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
（
写
真
7
）
。

◆ 

お
わ
り
に

　
国
立
公
園
と
国
有
林
の
連
携
に
つ
い
て

は
自
然
環
境
の
保
護
と
利
用
の
両
立
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
環
境
省
の
み
な
ら

ず
地
方
自
治
体
、
N
G
O
な
ど
他
の
機
関

と
も
連
携
し
て
よ
り
一
層
の
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

管内概要　知床森林生態系保全センター

知床世界自然遺産区域
71千ha

（陸域のみ）48,7千ha

森林生態系保護地域（保護林）
45,989ha

関係町
斜里町、羅臼町

　知床自然遺産区域（陸域）の94%を占める
国有林野を知床森林生態系保護地域とし、
エゾシカの捕獲、植生の採食圧やサケ類の
遡上数等の生態系調査のほか、関係機関と
ともに登山客等に向けたヒグマ出没情報の
発信や世界遺産地域の適正利用に向けた
歩道整備や普及啓発などを行っています。

凡　　　例

知床世界自然遺産区域

森林生態系保護地域
（保存地区）

森林生態系保護地域
（保全利用地区）

上記以外の国有林野

管内概要　知床森林生態系保全センター
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写真3　アメリカオニアザミの合同駆除

写真4　知床五湖から望む知床連山

写真5　カムイワッカ湯の滝（１の滝）

写真6　近自然工法による施工箇所

写真7　登山口看板の点検

知床における国立公園と国有林との連携についてSE RIES. 国有林野事業の取組
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い 

お 

う  
ざ
ん

ら    

う
す
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